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「飛騨地方の土偶について」 「日本出土の三葉環頭大刀について」 

上田 康子 川 真之介 

 岐阜県飛騨地方では、体部が板状・出尻・円柱状の土偶が

存在していた。その内、最も多いのは板状土偶であり、九割

以上を占めている。板状土偶でも形態には大きな隔たりがあ

り、山形土偶に類似、ばんざい形、腰部を強調、体部が分厚

く臀部の膨らみを持つ、身体の両面に乳房を持つ、脚部が立

体的であるという要素で分類できる。さらにそれらが退化し

た形態も存在している。 

 本稿では日本出土三葉環頭大刀の一部に見られる中葉が五

角形あるいはつぼみ状の三葉紋が日本と百済にしか見られな

いこと、その型式に施される鱗状紋の特徴も百済系であるこ

とから、その型式は百済系であると考えられる。さらに、装

飾付大刀と馬具の製作には共通点があることから、馬具の製

作者が百済の資料をモデルとしてその型式の三葉環頭大刀を

製作していたと考えられる。また、三葉環頭出土古墳は畿内

にも多いが、地方の地位が比較的高く武人的性格の強い被葬

者の墓からも多く出土していることから、三葉環頭大刀は日

本では畿内政権が有力者を軍事的に編成していくために一定

の身分を表す標章として地方の有力者に配布されていたと推

定できる。また、三累環頭大刀出土古墳と比較すると、伽耶

で主流の三葉環頭大刀が古新羅に多い三累環頭大刀よりも重

要視されており、畿内政権は古新羅よりも伽耶との関係のほ

うが深かったのではないかと考えられる。 

このうち、山形土偶類似・脚部が立体的である板状土偶は南

方、出尻土偶とその要素を持つ板状土偶は東方、そして腰部

を強調する板状土偶は北方との関連を窺わせる。また、板状

土偶でも出尻・円柱状土偶の要素を兼ね備える形態も存在し

ている。これらのことより、飛騨地方の土偶はそれ自体が特

徴的な形態を持

つというもので

はなく、他地域

から流入してき

た要素の組み合

わせ方に地域性

が存在している

と考えられる。  
 

宮崎県 山の神塚古墳出土 三葉環頭 

         岩垣内遺跡出土 板状土偶  

「金沢市の鳥居の形式について」  

「長野県における周溝墓について」 佐藤 こずえ 

織田 真理子  日本には，古来記紀にもかかれた時代から存在する建築物

がある.それは今では神社の入口に建てられるようになった。

「鳥居」である。鳥居は「俗界と神域を分ける指標」として

の役割を持つと言われている。 

 本稿では県全域の周溝墓の様相を概観し、周溝墓の流入元

を明らかにすることを試みた。 分析の結果、千曲川水系の

円形周溝墓が、弥生終末期から古墳初頭に方形へ一転する様

相が見られた。そして、松本平では中間地域としての複雑な

様相を呈しているということが明らかになった。また、平面

規模と幅と深さについても検討してみた結果、弥生と古墳時

代に階層差が見られた。特に円形周溝墓は、時期と規模にお

いて二分された。 

全国の鳥居には多くの形式があり、根岸榮隆氏が細分した

ものでは 64種類が見出される。しかし本稿では、金沢市内の

300 基を超える鳥居の中から、筆者が撮影した 288 基の鳥居

に限って分析・考察した。考察する年代区分は明治･大正・昭

和戦前・昭和戦後・平成とした。結果，その中でどの時代で

圧倒的に多いのが、一般的に鳥居として一番多い形式，「明

神式」である。 
も 考察により、円形は日本海側から千曲川水系へ、方形は東

海地方から天竜川水系へ、それぞれ異なった経路で流入した

ことが明らかになった。また千曲川水系の形態における一転

の原因は、東海地方の影響が考えられた。一方、天竜川水系

の弥生の円形は東海地方から、古墳中期の大型円形は時代背

景から畿内の影響が想定

された。このように長野

県における周溝墓の変化

は、外来からの影響を受

けた結果によるものと考

えられるのである。 

結論は、金沢市

内の鳥居の形式は、

時代を問わず明神

式が大半をしめて

いる、ということ

であった。 
                   明神式鳥居 

 

「中世遺跡におけるトイレ遺構の位置に関する考察」 

 佐藤 高士 

  都市の中におけるトイレの成立は中世後期とされており、

現在と異なり建物外に存在するトイレにはその配置に意味が

あったであろうと考え、中世の集落遺跡の中におけるトイレ
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